










田村　外資の参入規制など現地特有のルールをク
リアすることはもちろんですが、現地のパートナー

企業を見つけるのには相当な苦労がありました。

井上　海外でのビジネスが成功するかどうかのカ
ギは、いいパートナーにめぐり合えるかどうかにか

かっているといえます。とりわけ私たちのようなサー

ビス業にとっては人が命であり宝ですからね。

田村　おっしゃるとおりです。そこで私たちは、候
補の企業を1軒1軒訪問

し、対面で話し合いまし

た。そうすることで当社

の想いも伝わり、賛同し

てくれるパートナーに出会うことができました。

井上　国や人種や言語が違っても、仕事をしてい
くうえでの基本である価値観や理念を共有する

ことは可能です。たとえば私たちが中長期戦略と

して目指している「DB+CCS（データベース＋コ

ミュニケーション＆コンシェルジュ・サービス）」は、

大量の情報が蓄積されたデータベースからお客

様一人ひとりにとって最適な情報を提供するとい

うもの。その根底には、事業を通じて世の中の「不

安」「不満」「不便」など“不”を解消していきたいと

いう私たちの願いがあるわけですが、これはどの

国でも通じると思っています。

田村　確かに、どこの国に行ってもネクストの社
是である「利他主義」に共感してくれる人は必ずい

ます。各国の環境などによってサービス内容を柔

軟に変えていく必要はありますが、私たちがこれ

まで日本で追求し、大切にしてきた考え方は万国

共通だといえます。

井上　中長期では、東アジア・ASEAN諸国だけで
なく、ゆくゆくはアメリカやヨーロッパも視野に入

れて事業を展開していけるものと確信しています。

田村　3年後をめどに海外事業の収益をグルー
プ全体の3割程度に引き上げることを目指し、そ

の実現に向けて、まずはブランディングを強化し

てサイトの認知度向上を図っていきます。そして、

将来的には、事業展開の対象地域を広げていくな

かで、海外発の新しいサービスを生み出し、世界

中に広げるとともに日本に逆輸入できるまでに育

てたいと思っています。

井上　今はまだグロー
バルカンパニーとしての

第一歩を踏み出したば

かりですが、いずれは海外での収益が日本国内を

しのぐくらいにまで拡大するよう、チャレンジを続

けていきます。

―海外進出にあたってこれまでに苦労した
点はありますか。

―今後の展望や中長期の目標について教え
てください。

‘‘ ’’
「DB+CCS」の根底にある想いは、
国や人種の違いを超えて万国共通で伝わるはず（井上）

‘‘ ’’
ゆくゆくは海外で生まれたサービスを世界中に広げ、
日本に逆輸入できるまでに育てたい（田村）
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アジア諸国に現地法人を設立し、
『HOME’S』海外ビジネスの展開を加速

9 ネクスト 第17期株主通信 10ネクスト 第17期株主通信





「ネクストIRニュース」（メールマガジン）
では、迅速に情報発信を行っています。
登録をご希望の方は、「件名：配信希
望」として本文なしでメールをお送りく
ださい。

■ 「ネクストIRニュース」登録
touroku@next-group.jp
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